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第５章 市 民 生 活 部
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［市 民 生 活 部］
１．秋田市斎場

(1) 秋田市斎場 （予算額 99,769千円）

ア 所在地 秋田市外旭川字山崎537番地

イ 現 況

(ア) 敷 地 面 積 14,331.05ｍ2

(イ) 建 物 面 積 4,501.17ｍ2 （鉄筋コンクリート造、２階建）

(ウ) 開設年月日 昭和31年８月（平成23年11月１日改築完成）

(エ) 火 葬 炉 普通炉12基

(オ) 職 員 数 18人

内訳：斎 場 長（再任用）１人

管理業務４人（内、再任用２人、嘱託職員１人）

火葬業務13人（内、再任用２人）

(2) 斎場使用料（平成23年11月１日改正）

死胎 死胎
区 分 13 歳 以 上 13 歳 未 満 人体の一部 胞衣等

(妊娠４箇月以上) (妊娠４箇月未満)

市 民 無 料 無 料 無 料 10,000円 10,000円 10,000円

市民以外 61,000円 41,000円 21,000円 10,000円 10,000円 10,000円

(3) 斎場利用数（平成29年度）

市 民 市 民 以 外 合 計 人体の
区 分

大人 小人 死産児 計 大人 小人 死産児 計 大人 小人 死産児 計 一部等

件 数 3,641 10 38 3,689 131 0 7 138 3,772 10 45 3,827 53

(4) 斎場火葬炉維持修繕経費 （予算額 22,436千円）

火葬業務を円滑に行うため、火葬炉の修繕を行う。

２．平 和 公 園（墓地公園） （予算額 51,174千円）

市街地の北側約２kmの地点に位置する泉字五庵山（通称天徳寺山）一帯約70ha（21万坪）の丘陵にあり、こ

の公園の中に明るい近代的な墓域を造成している。

墓地の第一期工事は昭和41年度から45年度まで1,617区画、第二期工事は、48年度から52年度まで1,151区画、

第三期工事は54年度に用地を取得し、55年度から59年度まで1,625区画を造成した。

さらに平成元年度240区画、４年度320区画、８年度324区画を造成し、総計5,277区画の墓地が完成した。

なお、現在は、墓域内未利用地の造成等により、総区画数は5,284区画となった。

平成30年度については、新たに整備した合葬墓（埋蔵体数1,500体分）の使用許可を行う。

３．南 西 墓 地 （予算額 3,300千円）

秋田市の南部・西部地区が、距離的要因により平和公園の利用者が少なく、しかも新興住宅地が増加してい

る状況にあったことから、市民全体の利便性を考慮して、平成11年度豊岩地区に556区画造成したもので、植栽

やあずまや、築山などを配置した、平和公園に準じた墓園的な墓地となっている。

平成17年度で全区画の使用許可を終了している｡
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４．河 辺 墓 地 （予算額 4,642千円）

市町合併に伴い旧河辺町から引き継ぎした、総区画数684区画の墓地である。

平成18年度に危険箇所の改修や未使用墓域の一部改修工事（区画再編工）を行い157区画を整備、20年度には

未使用墓域157区画を整備し、現総区画数の684区画となった。

整備した区画については、平成19年度から使用許可を開始し、26年度で全区画の使用許可を終了した。

５．北 部 墓 地 （予算額 4,058千円）

市民の墓地需要に対し、計画的に墓地を提供するため平成21年度から事業に着手し、23年度に1期分558区画

を整備および供用を開始し、23年度から28年度で558区画を使用許可した。第2期整備分536区画は平成29年度

から供用を開始し、29年度は100区画使用許可した。平成30年度については100区画を募集する。

６．自治振興

(1) コミュニティ施設の整備 （予算額 289,916千円）

地域住民の自主的で健全な自治活動の振興を図るため、活動拠点となるコミュニティセンター等の建設お

よび既存施設の改修等を行う。

・飯島南地区コミュニティセンター（仮称）建設事業 153,482千円

・仁井田地区コミュニティセンター（仮称）建設事業 72,048千円

・金足地区コミュニティセンター（仮称）建設事業 19,904千円

・コミュニティセンター等特定天井耐震改修事業 37,445千円

・コミュニティセンター施設等改修 7,037千円

(2) 町内防犯灯ＬＥＤ化事業

町内会等で管理する水銀灯や蛍光灯など既設の防犯灯について、ＥＳＣＯ事業により、消費電力の少ない

環境にやさしい10ＷＬＥＤ防犯灯に取り替え、その後はＥＳＣＯ事業者により、10年間一括維持管理を行う。

・ＥＳＣＯサービス契約額 536,013千円（平成24年度から平成26年度で支払い済み）

・契約期間 平成24年３月30日から平成34年９月30日

(3) 町内会等に対する補助

ア まちあかり・ふれあい推進事業 （予算額 73,017千円）

地域自治活動を活発化するため「まちあかり・ふれあい推進事業」として町内会等に対し助成するほか、

防犯灯にかかる年間電気料（予算の範囲内で80％を限度）を助成する。

・町内自治活動助成金 28,748千円

・防犯灯電気料助成金 37,773千円

・灯具交換・補修費助成金 206千円

・町内防犯灯新設委託料 4,506千円

イ 集会所類似施設整備・建設費助成事業 （予算額 3,000千円）

地域の活動の拠点となる集会所類似施設の建設および整備費の一部を補助する。

32町内会 3,000千円
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［集会所類似施設補助金］

補助金交付 補 助 事 業 補 助 金 の
補助金の名称 補 助 対 象 額 支払時期 補助事業の範囲

の 目 的 の 種 類 限 度 額

60千円以上 定額 集会所の建設に伴

設備購入費 100千円未満 30千円 当 該 い新規に備品等を

集会所類似施 集会所類似施 100千円以上 定額 年度内 購入しようとする

設設備整備費 設設備の整備 50千円 町内会等

補助金 100千円以上 定額

営 繕 費 200千円未満 60千円 当 該 －

200千円以上 定額 年度内

100千円

補助対象面積 １ｍ２当たり

集会所類似施 地域集会所建 施設新築費 （50ｍ２以上99ｍ２以内: 10千円､ 集会所を建設、増

設建設費補助 設費の助成 施設増改築費 注） 限度額 当 該 改築または購入し

金 施設購入費 市の基準単位を乗じ 990千円 年度内 ようとしている町

て得た額の範囲内 内会等

備品、土地購入、事

務費は補助対象外

注：ただし、これに満たない新築又は購入の場合において、敷地の建ぺい率、町内会等の規模の理由により、

市長が必要と認めたときは、この限りではない。

(4) 集会所類似施設建設資金貸付制度

上記の建設費の一部補助のほかに貸付を行う。

ア 貸付対象 50ｍ２以上の建物（集会所建設費補助制度に準ずる）

イ 貸付限度 7,000千円 ただし、対象事業費から補助額を差し引いた必要資金の75％以内

ウ 貸付利率 0.5％以内

エ 貸付期間 10年（元利均等年賦）

(5) コミュニティセンター化の推進 （予算額 8,900千円)

市民協働のもとで都市内地域分権を進める一環として、住民主体による地域自治活動の推進を図るため、

地域センターのコミセン移行を進める。

(6) 防犯活動推進事業 （予算額 1,044千円）

防犯に対する市民意識の高揚を図り、だれもが安心して暮らせるまちづくりのため、防犯活動や暴力追放

運動を推進する。

(7) 住居表示整備 （予算額 17,071千円）

住居表示実施区域において、建物の新改築に当たっての住居番号決定、住居表示実施証明のほか、住居表

示案内板および街区表示板の設置又は更新を行う。

平成30年６月１日に上北手地区の一部で住居表示を実施するとともに、牛島・仁井田地区の一部における

平成31年度の住居表示実施に向けて、現地調査等を行う。

(8) 地域センター

地域自治活動の把握、地域住民団体の育成援助や住民票、印鑑証明等の交付又は、取次ぎおよび事務連絡

を行うため、地域センターを設置している。
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◎コミュニティセンター・地域センター等施設一覧

・コミュニティセンター（29館）

施 設 名 建設年度 構 造 面 積（ｍ２） 備 考

旭 川 地 区 昭和51 鉄筋コンクリート 754.39
コミュニティセンター 一部鉄骨２階建
飯 島 地 区 52 〃 999.79 平成3.12増築

〃 平成23.4.1コミセン化
寺 内 地 区 53 〃 655.51 平成23.4.1コミセン化

〃
楢 山 地 区 54 鉄筋コンクリート２階建 1,647.84 昭和61年体育館新設

〃 一部鉄骨平屋建 平成17年会議室棟増設
東 地 区 54 鉄筋コンクリート 809.50

〃 一部鉄骨２階建
勝 平 地 区 平成24 鉄骨造2階建 1,299.50 児童センター併設

〃 （369.78㎡）
外旭川地区 昭和58 鉄筋コンクリート 999.95

〃 一部鉄骨２階建
将軍野地区 60 〃 664.49 平成23.4.1コミセン化

〃
茨 島 地 区 49 鉄筋コンクリート４階建の 700.30 昭和63.4コミセン開館

〃 うち１、２階を使用
泉 地 区 平成２ 鉄筋コンクリート２階建 1,107.60

〃
明 徳 地 区 ４ 〃 944.60

〃
大 住 地 区 ５ 〃 1,022.25

〃
浜 田 地 区 ６ 木造平屋建 466.03 平成23.8増築

〃
港 北 地 区 ７ 鉄筋コンクリート２階建 999.46

〃
八 橋 地 区 10 鉄筋コンクリート２階建 997.80

〃
旭 北 地 区 15 鉄筋コンクリート２階建 1,017.76

〃
河辺岩見三内地区 ８ 鉄骨造平屋建 779.86 平成17.1.11合併承継

〃 岩見三内連絡所併設
保戸野地区 17 鉄筋コンクリート２階建 1,093.46

〃
川 尻 地 区 18 鉄骨造２階建 1,303.64 児童センター併設

〃 （345.08㎡）
下新城地区 ５ 木造平屋建 487.35 平成21.4.1コミセン化

〃
豊 岩 地 区 ６ 〃 487.90 平成21.4.1コミセン化

〃
下 浜 地 区 昭和56 〃 519.07 平成３.４増築

〃 平成21.4.1コミセン化
旭 南 地 区 平成21 鉄骨造２階建 809.59 児童館(303.60㎡)併設

〃
上北手地区 ３ 木造平屋建 339.52 平成25.4.1コミセン化

〃
太 平 地 区 ８ 〃 620.23 平成28.4.1コミセン化

〃
下北手地区 ２ 〃 446.56 平成28.4.1コミセン化

〃
桜 地 区 28 鉄骨造２階建 726.96

〃
上新城地区 昭和63 木造平屋建 374.77 平成30.4.1コミセン化

〃
飯島南地区 平成30 鉄骨造２階建 738.26

〃
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・地域センター（１館）

施 設 名 建設年度 構 造 面 積（ｍ２） 備 考

金 足 地域センター 平成元 木造平屋建 445.60 平成６年増築

・コミュニティ類似施設（８館）

施 設 名 建設年度 構 造 面積（ｍ２） 備 考

平成17.1.11合併承継
ふれあい交流館かわべ 平成14 鉄骨造２階建 762.45

和田駅舎併設

平成17.1.11合併承継
雄和基幹集落センター 昭和53 鉄筋コンクリート造２階建 463.83

大正寺連絡所併設

雄和地区北部コミュニティ施設 昭和57 木造平屋建 340.88 平成17.1.11合併承継

雄和農林漁家婦人活動促進施設 平成７ 木造平屋建 193.77 平成17.1.11合併承継

雄和山村交流センター 平成14 木造平屋建 153.19 平成17.1.11合併承継

雄和左手子交流センター 平成16 木造平屋建 146.24 平成17.1.11合併承継

河辺岩見温泉交流センター 平成28 木造＋鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造平屋建 602.21

下新城交流センター 昭和51 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造２階建 1,610.87 旧北部公民館

７．市民協働・都市内地域分権の推進 （予算額 178,666千円）

(1) 地域支援事業

地域支援担当職員がコミュニティセンター等を巡回し地域の各種相談に対応するとともに、「地域づくり交

付金」により、地域課題の解決や地域の活性化等に取り組む団体を支援する。

(2) 市民協働・市民活動支援事業

市民活動団体のアイディアと能力を活用しながら、市と市民活動団体が協働する取り組みを促進するため、

協働サポート交付金による支援を行う。また、「つむぎすと」を育成するとともに、「市民協働ミーティン

グ」や市民活動を支援する講座等を開催する。

(3) 地域まちづくり推進事業

市民サービスセンターを拠点に、各地域づくり組織とセンターが中心となって、地域の課題や特性につい

て地域住民と一緒に考え、市民協働による特色ある地域まちづくりを実践する。

(4) 南部市民サービスセンター第２期整備事業

南部市民サービスセンターの別館の整備を進め、平成30年７月24日に開所する。

８．男女共生社会の推進 （予算額 2,378千円）

誰もが互いを認めあい、一人ひとりが個性や能力を十分に発揮できる男女共生社会が形成されるよう、家庭

や学校、職場、地域など、生活のあらゆる場面において男女共生の理解が浸透し、行動へとつながるための取

組を推進する。

(1) 市民行動計画の推進

「秋田市男女共生推進会議」の意見を取り入れながら、男女共生の視点を取り入れた施策・事業の連携の

もと、「第５次秋田市男女共生社会への市民行動計画」の推進に努めるとともに、同計画の周知を進め、男女

共生の理念の啓発を図る。

(2) 男女共生講座等の実施

市民の意識啓発を図るため、身近なテーマから男女共生社会への理解を深める市民講座や、企業、地域等
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へ出向く出張講座等を開催する。

９.女性の活躍推進 （予算額 7,581千円）

女性活躍推進法の施行を踏まえ、仕事と家庭生活との両立および一人ひとりが個性や能力を発揮できる環

境づくりを一層推進し、女性の活躍を促進する。

(1) 女性の活躍推進シンポジウムの開催

女性活躍の意識啓発を図るシンポジウムを開催するとともに、広く市民に向けて、企業・団体等の活動を

紹介したパネル展、ブース展を同時開催する。

(2) ウーマンワーク・ラボの実施

女性のキャリアアップや就業継続を支援するため、企業・各種団体の管理職および中堅社員対象の研修会

を開催するとともに、育休中や育児をしながら再就職を目指す女性を対象としたワークショップなどを実施

する。

10．家族・地域の絆づくりの推進 （予算額 2,987千円）

家族や地域を礎とした人と人との強い絆のもと、支えあい助けあう社会の形成を目指し、市民一人ひとりが

「信頼」「親愛」「思いやり」の心をはぐくみ、家族から地域へ、地域から社会へ、さらには次の世代へと伝え

広げていくよう絆づくりを推進する。

(1) 絆映画の上映

人と人とのつながりや、家族・地域の絆を感じさせる映画を選定し、「絆映画上映会」を開催する。

(2) 小学校における絆の学習

市内の各小学校に講師を派遣し、絆に関する授業を実施する。

(3) 絆のコンサートの開催

秋田に縁のあるアーティストや市民による、絆をテーマとしたコンサートを開催し、家族・地域の絆の大

切さを、音楽を通じた強いメッセージとして発信する。
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11．住民基本台帳、戸籍関係の異動・届出等取扱件数

(1) 住民基本台帳の異動取扱件数年度別の推移 単位：件

年度
25 26 27 28 29

区分

合 計 33,205 32,801 32,879 31,560 31,177

転 入 7,616 7,386 7,387 7,144 6,929

転 出 7,625 7,522 7,667 7,675 7,559

転 居 8,284 7,695 7,951 7,107 7,127

出 生 2,077 2,197 2,048 1,910 1,857

死 亡 3,360 3,509 3,482 3,567 3,625

世 帯 分 離 490 593 519 533 553

世 帯 合 併 206 228 198 226 204

世 帯 主 変 更 2,566 2,620 2,557 2,539 2,569

住 所 修 正 18 7 7 9 9

帰 化 - - - - -

国 籍 取 得 - - - - -

在 留 記 載 17 17 25 25 24

在 留 消 除 279 314 366 306 223

職 権 回 復 3 2 0 1 0

職 権 削 除 72 63 39 29 38

そ の 他 592 648 633 489 460
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(2) 戸籍の届出件数年度別の推移 単位：件

事件の種類 年 度 25 26 27 28 29

合 計 13,847 14,044 13,654 13,333 13,099

１ 出 生 2,988 3,061 2,941 2,734 2,638

２ 国 籍 留 保 17 11 15 21 20

３ 認 知 35 31 30 27 26

４ 養 子 縁 組 236 234 221 224 190

５ 養 子 離 縁 77 77 99 60 72

６ 法 6 9 条 の ２ ・ 7 3 条 の ２ 7 10 13 1 6

７ 婚 姻 3,113 2,933 2,874 2,758 2,675

８ 離 婚 678 745 722 695 702

９ 法 7 5 条 の ２ ・ 7 7 条 の ２ 276 290 268 262 283

10 親権・後見・後見監督・保佐 30 28 22 14 12

11 死 亡 3,871 4,053 4,023 4,135 4,168

12 失 踪 7 7 6 6 6

13 復 氏 10 7 8 8 8

14 姻 族 関 係 終 了 11 13 11 16 17

15 相 続 人 廃 除 2 0 0 0 0

16 入 籍 595 589 495 508 544

17 分 籍 56 68 62 61 42

18 国 籍 取 得 2 2 2 2 0

19 帰 化 2 6 9 11 9

20 国 籍 喪 失 3 6 1 2 2

21 国 籍 選 択 4 1 7 2 1

22 外 国 国 籍 喪 失 0 0 0 0 0

23 氏 の 変 更 31 30 43 40 34

24 名 の 変 更 9 9 15 7 12

25 転 籍 1,446 1,444 1,378 1,361 1,271

26 就 籍 0 0 0 0 0

27 訂 正 ・ 更 正 284 326 297 300 274

28 追 完 1 1 2 1 4

29 そ の 他 6 7 13 11 22

30 不 受 理 申 出 50 55 77 66 61
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(3) 戸籍・住民票写し等の証明書取扱件数（平成29年度） 単位：件

種類 月別 計 月平均 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

合 計 380,235 31,686 31,668 27,002 31,919 33,455 31,939 29,913 31,385 31,586 29,600 29,478 30,526 41,764

謄 本 33,582 2,799 2,407 2,265 2,525 2,742 3,076 2,672 2,981 3,082 2,772 2,948 2,857 3,255
(全部事項)

抄 本 9,242 770 578 505 690 922 746 652 769 1,050 859 972 646 853
(個人事項)
交 付 機 12,740 1,062 1,107 989 1,039 866 1,079 813 1,200 1,091 971 1,175 983 1,427

現 一部事項 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
証 明

戸 記載事項 88 7 0 0 1 0 0 82 1 3 0 0 0 1
証 明

籍 届書写し 112 9 10 7 8 11 8 8 9 16 10 9 7 9

受 理 606 51 49 48 65 62 45 45 51 37 47 36 50 71
( 普 通 )
受 理 25 2 2 2 2 0 1 3 1 4 3 2 2 3
( 上 質 )
計 56,395 4,700 4,153 3,816 4,330 4,603 4,955 4,275 5,012 5,283 4,662 5,142 4,545 5,619

除 謄 本 33,123 2,760 2,125 1,938 2,335 2,738 3,132 2,671 3,006 3,628 3,300 3,448 2,755 2,047

籍 抄 本 382 32 17 15 18 28 52 38 49 32 30 49 31 23

原 記載事項
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

戸 証 明

籍 計 33,505 2,792 2,142 1,953 2,353 2,766 3,184 2,709 3,055 3,660 3,330 3,497 2,786 2,070

住民票の 106,236 8,853 9,596 7,356 9,116 10,977 9,191 8,266 7,862 7,671 8,553 7,268 7,870 12,510
住 写 し

民 交 付 機 58,396 4,866 5,640 4,416 5,501 5,225 4,484 4,320 4,654 4,028 3,734 4,035 4,698 7,661

基 広域交付 236 20 36 14 15 20 23 12 27 11 19 19 21 19

通知ｶｰﾄﾞ 1,980 165 213 140 185 109 162 215 113 168 135 138 151 251
本 再 交 付

台 個人番号ｶｰ 59 5 7 2 5 4 3 5 1 5 7 6 5 9
ﾄ ﾞ 再 交付

帳 附 票 の 14,546 1,212 541 427 515 1,203 1,525 1,288 1,510 2,055 1,565 1,771 1,485 661
写 し
閲 覧 1,822 152 0 139 203 78 61 47 256 516 115 147 260 0

計 183,275 15,273 16,033 12,494 15,540 17,615 15,449 14,153 14,423 14,454 14,128 13,384 14,490 21,111

印鑑登録 10,859 905 1,012 925 939 868 873 859 846 822 714 743 829 1,429
印 証 交 付

印鑑登録 21,896 1,825 1,934 1,868 2,142 1,726 1,710 1,785 1,859 1,533 1,511 1,499 1,723 2,606
証 明 書

鑑 交 付 機 67,417 5,618 5,662 5,318 5,954 5,310 5,209 5,636 5,579 5,290 4,815 4,813 5,721 8,110

計 100,172 8,348 8,608 8,111 9,035 7,904 7,792 8,280 8,284 7,645 7,040 7,055 8,273 12,145

自動車臨時 3,038 253 342 290 301 257 229 248 285 281 220 147 147 291
運 行 許 可
諸証明ほか 3,811 318 389 337 355 306 328 243 325 262 219 248 279 520

電子証明書 39 3 1 1 5 3 2 5 1 1 1 5 6 8
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12．国民年金 （予算額 2,406千円）

(1) 加入の状況（第１号被保険者のみ） 各年度末 単位：人

区 分 第 １ 号 被 保 険 者

年 度 強 制 任 意 合 計

26 35,133 509 35,642

27 33,515 485 34,000

28 32,001 453 32,454

29 30,130 402 30,532

13．国民健康保険事業 （予算額 30,316,776千円）

(1) 国保加入状況（平成30年４月１日現在）

被保険者数 61,289人

世 帯 数 40,311世帯

(2) 保険給付

ア 給付割合 ０歳～義務教育就学前 ８割

義務教育就学～65歳未満 ７割

65歳以上70歳未満の前期高齢者 ７割

70歳以上75歳未満の前期高齢者 ８割又は７割

イ その他の保険給付

(ア) 出産育児一時金 420,000円（平成27年１月１日改正）

産科医療補償制度登録分娩機関での出産は一児につき42万円、それ以外は40万４千円を支給

(イ) 葬 祭 費 50,000円（平成９年４月１日改正）

(3) 保険税

ア 賦課方式 ３方式（昭和57年４月１日改正）

所得割、被保険者均等割、世帯別平等割

イ 算定基準

所得割 前年中の総所得金額－基礎控除（33万円）

ウ 納付回数 普通徴収 ９回（７月～３月） 特別徴収 ６回（４月～２月）
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エ 保険税率

区 分 税 率 課 税 限 度 額（円）

年 度 所 得 割 均等割（円） 平 等 割（円）

26 医 療 分 9.22／100 22,960 特定世帯および特定継続世帯以外の世帯 510,000

28,690

特 定 世 帯 14,340

特定継続世帯 21,510

支 援 分 2.51／100 6,620 特定世帯および特定継続世帯以外の世帯 160,000

7,450

特 定 世 帯 3,720

特定継続世帯 5,580

介 護 分 2.88／100 8,950 8,570 140,000

27 医 療 分 9.22／100 22,960 特定世帯および特定継続世帯以外の世帯 520,000

28,690

特 定 世 帯 14,340

特定継続世帯 21,510

支 援 分 2.51／100 6,620 特定世帯および特定継続世帯以外の世帯 170,000

7,450

特 定 世 帯 3,720

特定継続世帯 5,580

介 護 分 2.88／100 8,950 8,570 160,000

28 医 療 分 9.22／100 22,960 特定世帯および特定継続世帯以外の世帯 540,000

28,690

特 定 世 帯 14,340

特定継続世帯 21,510

支 援 分 2.51／100 6,620 特定世帯および特定継続世帯以外の世帯 190,000

7,450

特 定 世 帯 3,720

特定継続世帯 5,580

介 護 分 2.88／100 8,950 8,570 160,000

29 医 療 分 9.22／100 22,960 特定世帯および特定継続世帯以外の世帯 540,000

28,690

特 定 世 帯 14,340

特定継続世帯 21,510

支 援 分 2.51／100 6,620 特定世帯および特定継続世帯以外の世帯 190,000

7,450

特 定 世 帯 3,720

特定継続世帯 5,580

介 護 分 2.88／100 8,950 8,570 160,000

30 医 療 分 9.22／100 22,960 特定世帯および特定継続世帯以外の世帯 580,000

28,690

特 定 世 帯 14,340

特定継続世帯 21,510

支 援 分 2.51／100 6,620 特定世帯および特定継続世帯以外の世帯 190,000

7,450

特 定 世 帯 3,720

特定継続世帯 5,580

介 護 分 2.88／100 8,950 8,570 160,000
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オ 国保事業概要

区 分 年 度 28（決 算） 30（当 初）

国 保 加 入 被 保 険 者 数 64,970 人 60,188 人

（３月～２月平均） 世 帯 数 41,997 世帯 39,873 世帯

保 険 税 負 担 状 況 世帯当たり 最 高 890,000 円 930,000 円

(現年度分） ※最 低 24,800 円 24,800 円

平 均 132,820 円 129,792 円

１ 人 当 た り 平 均 85,855 円 85,984 円

保 険 税 収 納 率 ( 現 年 度 分 ) 88.36 ％ 88.69 ％

療 養 諸 費 費 用 額 26,119,338 千円 25,935,235 千円

保 険 者 負 担 分 19,079,311 千円 18,944,830 千円

１ 人 当 た り 費 用 額 403,253 円 430,904 円

１ 人 当 た り 保 険 者 負 担 分 293,663 円 314,761 円

その他の保険給付 出 産 育 児 一 時 金 （１件単価） 420,000 円 420,000 円

葬 祭 費 （１件単価） 50,000 円 50,000 円

予 算 額 ( 3 0 ) 歳 入 36,344,657 千円 30,316,776 千円

決 算 額 ( 2 8 ) 歳 出 35,245,757 千円 30,316,776 千円

差 引 1,098,901 千円 0 円

一 般 会 計 繰 入 額 2,540,501 千円 2,503,096 千円

※ 最低の金額は介護分を含む場合のものを記載

(4) 国民健康保険普及員制度

国保事業の円滑な運営に資する目的で、昭和58年３月より普及員制度を実施している。

保険税や市税の徴収、口座振替による納付の勧奨および各種届け出の連絡等に従事し、収納率向上や国保

事業の啓発に努めている。

(5) 高額療養費融資斡旋制度（昭和51年11月10日から実施）

国保に加入している世帯で、医療費の支払いに困っている方に対し資金の融資をあっせんすることにより、

その世帯の生活の安定を図ることを目的とした制度である。

ア 融 資 額 高額療養費として支給される額以内（１万円以上）

イ 融 資 期 間 高額療養費の支給日まで

ウ 利 子 市が全額負担（年利3.23％、30年４月１日現在）

エ 返 済 高額療養費支給日に元金および利子を全額一括返済

オ 取扱金融機関 秋田銀行秋田市役所支店

カ 利 用 状 況（平成29年度実績）

(ア) 申 込 件 数 ３ 件

(イ) 融 資 額 2,702,349 円

(ウ) １件当たり融資額 900,783 円
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(6) 保健事業

国民健康保険加入者の健康保持および疾病の早期発見と自主的な健康管理の向上を図ることを目的に、費

用の一部を助成している。

事 業 名 対 象 者 助 成 内 容 平成29年度実績

はり・きゅう・マッサージ 国民健康保険加入者で １回800円 利用件数 10,675 件

（昭和61年度から実施） 55歳以上75歳未満の方 （年40回以内） 助 成 額 8,540 千円

健康診査 国民健康保険加入者 大腸がん 利用件数 17,428 件
（平成９年度から実施） 胃がん 助 成 額 24,218 千円

子宮頸がん 自己負担分
前立腺がん を全額助成
乳がん※
(※平成28年度から実施)

健康表彰 国民健康保険加入世帯 該当世帯にカタログギフ 表彰世帯数 132 世帯

（平成28年度から実施） で１年間医療機関を受 トを贈呈 実 績 額 549 千円

診していない等の一定

要件に該当するもの

14．健康診査等

(1) 特定健康診査・特定保健指導事業 （予算額 201,844千円）

高齢者の医療の確保に関する法律の規定に基づき、糖尿病や高血圧症、脂質異常症などの生活習慣病の

発症や重症化を防ぐために、特定健康診査と特定保健指導を実施する。

平成30年度は健診受診率37.5％、保健指導実施率42％を目標とする。

・対象者 40～75歳未満の国民健康保険加入者（ただし、妊産婦、長期入院者、施設入所者など告示で

定める者、労働安全衛生法に基づく事業者健診等、特定健康診査に相当する健康診査を受け

た者を除く。）

(2) 後期高齢者健康診査事業 （予算額 95,574千円）

高齢者の生活の質を確保し、かつ生活習慣病を早期発見するために、健康診査を実施する。

・対象者 後期高齢者医療制度の被保険者

(3) 人間ドック保健事業 （予算額 36,519千円）

国民健康保険加入者の健康保持および疾病の早期発見と自主的な健康管理の向上を図ることを目的に、費

用の一部を助成する。

・対象者 35歳以上の国民健康保険加入者（加入月数12か月以上）

(4) 糖尿病重症化予防事業 （予算額 317千円）

糖尿病が重症化するリスクの高い未治療者、治療中断者を治療に結びつける。また、重症化するリスクの

高い通院患者に対し、主治医の判断により腎不全、人工透析への移行を予防するために保健師・管理栄養士

による保健指導を実施する。

15．後期高齢者医療制度 （予算額 6,618,783千円）

(1) 加入状況（平成30年４月１日現在）

秋田市の被保険者数 46,465人 （秋田県全体の被保険者数 191,442人）

(2) 保険給付

ア 給付割合 ９割または７割 （自己負担割合 １割または３割）

イ その他の保険給付

(ア) 高額療養費
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(イ) 入院時の食事代

(ウ) 葬祭費 50,000円

(3) 保険料

ア 賦課額の算定

保険料は、所得割額と被保険者均等割額の合計額

所得割額は、前年の総所得額（基礎控除後の額）に所得割率を乗じた額

所 得 割 率 均等割額（円） 賦課限度額（円）

8.07／100 39,710 620,000

イ 納付回数

(ア) 普通徴収 ８回（７月～２月）

(イ) 特別徴収 ６回（４月、６月、８月、10月、12月、２月）

(4) 秋田県後期高齢者医療広域連合への負担金

保険者である秋田県後期高齢者医療広域連合に対し、保険料納付金、療養給付費および事務費など運営に

係る経費を負担する。

16．西部市民サービスセンター （予算額 145,968千円）

所在地 秋田市新屋扇町13番34号

建 築 年 度 構 造 面 積 （㎡）

平成21 鉄筋コンクリート造（３階建） 3,643.69

市役所の窓口として、地域に密着した各種市民サービスを行う。

地域自治活動や生涯学習の場として、多目的ホール・和室・洋室等の貸出施設を備える。

（西部地域住民自治協議会を指定管理者としている。）

子育て交流ひろばにおいては、地域での子育て支援を行う。

17. 新屋ガラス工房 （予算額 104,057千円）

所在地 秋田市新屋表町５番２号

建 築 年 度 構 造 面 積 （㎡）

平成29 木造一部鉄筋コンクリート造 1,373.13

（平屋一部２階建）

ガラス作家の作品をショップで展示・販売を行う。

ガラス工芸の普及啓発を図るため、ガラス作品の制作体験・講座を行う。

市内外のガラス作家に作品制作の場として、工房設備の貸出しを行うほか、各美術・工芸分野の作品公開の場

として、ギャラリーの貸出しを行う。

18．北部市民サービスセンター （予算額 205,227千円）

所在地 秋田市土崎港西五丁目３番１号

建 築 年 度 構 造 面 積 （㎡）

平成23 鉄筋コンクリート造（３階建） 5,581.54

市役所の窓口として、地域に密着した各種市民サービスを行う。

地域自治活動や生涯学習の場として、地域文化ホール・体育館・和室・洋室等の貸出施設を備える。

（北部地域住民自治協議会を指定管理者としている。）
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子育て交流ひろばにおいては、地域での子育て支援を行う。

19．土崎みなと歴史伝承館 （予算額 47,825千円）

所在地 秋田市土崎港西三丁目10番27号

建 築 年 度 構 造 面積（㎡）

平成29 鉄筋コンクリート造（２階建）一部鉄骨造 1,393.98

土崎地区における地域の歴史と文化を伝承し、地域資源を生かした住民主体の人づくり、まちづくりおよびに

ぎわいづくりを推進するため、資料の展示や学習の場の提供などにより、曳山行事の伝承、空襲による被爆体験

の継承等を行う。（土崎みなと街づくり協議会を指定管理者としている。）

20．河辺市民サービスセンター （予算額 73,192千円）

所在地 秋田市河辺和田字北条ケ崎38番地２

建 築 年 度 構 造 面 積（㎡）

昭和63 鉄筋コンクリート造（３階建） 3,385.55

市役所の窓口として、地域に密着した各種市民サービスを行う。

地域自治活動や生涯学習の場として、地域文化ホール・和室・洋室等の貸出施設を備える。

（河辺の郷自治協議会を指定管理者としている。）

子育て交流ひろばにおいては、地域での子育て支援を行う。

(1) 河辺岩見温泉交流センター管理運営 (予算額 36,715千円)

河辺岩見温泉交流センターの適切な施設管理・運営を行う。

（河辺岩見温泉交流センター管理運営協議会を指定管理者としている。）

21．雄和市民サービスセンター （予算額 79,439千円）

所在地 秋田市雄和妙法字上大部48番地１

建 築 年 度 構 造 面 積（㎡）

昭和63 鉄筋コンクリート造（３階建） 3,724.22

市役所の窓口として、地域に密着した各種市民サービスを行う。

地域自治活動や生涯学習の場として、地域文化ホール・和室・洋室等の貸出施設を備える。

（雄和市民協議会を指定管理者としている。）

子育て交流ひろばにおいては、地域での子育て支援を行う。

小規模水道施設を利用している地域の生活水の管理運営を行う。

（対象施設 雄和藤森地区：９戸、雄和中ノ沢地区：15戸）

22．南部市民サービスセンター （予算額 170,723千円）

所在地 秋田市御野場一丁目５番１号

建 築 年 度 構 造 面 積 （㎡）

平成26 鉄筋コンクリート造（２階建） 2,229.44

市役所の窓口として、地域に密着した各種市民サービスを行う。

地域自治活動や生涯学習の場として、地域文化ホール・和室・洋室等の貸出施設を備える。

（南部地域づくり協議会を指定管理者としている。）

子育て交流ひろばにおいては、地域での子育て支援を行う。

(1) 南部市民サービスセンター別館
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所在地 秋田市牛島東六丁目４番５号

建 築 年 度 構 造 面 積 （㎡）

平成30 鉄筋コンクリート造（２階建） 1,632.00

地域の生涯学習を推進する。

地域自治活動や生涯学習の場として、多目的ホール・和室・洋室・音楽室等の貸出施設を備える。

（南部地域づくり協議会を指定管理者としている。）

23．東部市民サービスセンター （予算額 147,564千円）

所在地 秋田市広面字釣瓶町13番地３

建 築 年 度 構 造 面 積 （㎡）

平成27 鉄筋コンクリート造（２階建） 2,538.98

市役所の窓口として、地域に密着した各種市民サービス（住民票や印鑑証明書の交付、国民健康保険、市税、

福祉などに関する各種手続きを除く。）を行う。

地域自治活動や生涯学習の場として、地域文化ホール・和室・洋室等の貸出施設を備える。

（東部地域づくり協議会を指定管理者としている。）

子育て交流ひろばにおいては、地域での子育て支援を行う。

24．中央市民サービスセンター （予算額 216,005千円）

所在地 秋田市山王一丁目１番１号

建 築 年 度 構 造 面 積 （㎡）

平成28 鉄筋コンクリート造（本庁地上６階、搭屋１ 本庁30,946.86㎡のうち２、３階

階、地下１階） 部分の一部

市役所の窓口として、地域に密着した各種市民サービス（住民票や印鑑証明書の交付、国民健康保険、市税、

福祉などに関する各種手続きを除く。）を行う。

地域自治活動や生涯学習の場として、多目的ホール・和室・洋室・音楽室等の貸出施設を備える。

（中央地域づくり協議会を指定管理者としている。）

子育て交流ひろばにおいては、地域での子育て支援を行う。

25．駅東サービスセンター (予算額 504千円）

所在地 秋田市東通仲町４番１号 秋田拠点センター アルヴェ１階

建 築 年 度 構 造 面 積 （㎡）

平成16 鉄筋鉄骨コンクリート造（５階建） 236.00

（事務所部分のみ）

住民基本台帳、戸籍、国民健康保険、国民年金等の事務を取り扱っている。

26．相談事業 （予算額 33,276千円）

(1) 市民相談

市民の個人的な相談や苦情を受け付け、問題解決にあたる。

・平成29年度 相談総件数 3,287件

(2) 専門相談（無料相談）

弁護士、司法書士、社会保険労務士、公証人、税理士、行政書士、行政相談委員、人権擁護委員による無
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料相談を実施する。

・平成29年度 法 律 323件

司 法 書 士 141件

年金・社会保険等 10件

公 証 人 ・ 遺 言 29件

税 務 52件

行 政 書 士 15件

行 政 ６件

人 権 ・ 困 り ご と 24件

(3) 市民相談主任者

市政に対する相談、要望、苦情に関して、関係各課所室との密接な連絡により、速やかかつ適切に処理す

るため、各課所室に市民相談主任者（原則として課長補佐）を設置する。

(4) 総合案内

市役所を訪れる方に、窓口の案内をする。

・平成29年度 案内件数 35,663件

(5) 窓口案内電話

市民からの問い合わせ等に適切な部署を案内する。

・平成29年度 案内件数 39,739件

(6) 犯罪被害者等支援

「犯罪被害者等支援総合窓口」において、犯罪被害者等からのさまざまな相談に応じ、適切な担当部署や

関係機関を紹介するとともに、市役所における各種手続の窓口一元化を図る。

また、「秋田市犯罪被害者等見舞金支給条例」に基づき、犯罪行為により死亡した市民の遺族又は傷害を受

けた市民に対し、見舞金を支給する。

27．消費生活 （予算額 14,472千円）

(1) 消費者啓発事業

消費生活に関する知識の普及に努めるほか、消費者被害の未然防止を図るための情報提供を行う。

ア 消費者問題講演会

消費生活の諸問題について認識を深めて合理的な判断力を養い、安全で豊かな市民生活の充実向上を

図ることを目的として開催する。

イ 消費者講座・消費生活パネル展

消費者が主体的に行動できるように、身近な情報を提供し、安全で快適な消費生活の実現を図ること

を目的として開催する。

ウ 消費生活出前講座

消費者被害の未然防止のため、地域および学校関係に出向き開催する。

エ 消費生活推進員

地域における消費者被害の未然防止のための消費生活関連情報の収集および提供を行う。

(2) 消費生活相談・消費生活審議会

ア 消費生活相談

消費生活に関する苦情や相談に応じ、助言、情報提供およびあっせん等を行う。

イ 消費生活審議会

市民の安全で快適な消費生活を実現するために、消費生活に関する重要な事項を調査審議する。
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(3) 消費者行政強化事業

ア 高齢者等の被害防止事業

見守りネットワーク協議会を設置し、高齢者等の消費者被害を未然に防止するための体制を充実・強化

する。

イ 成年年齢に引き下げに伴う消費者教育事業

民法改正による成年年齢引き下げに対応するため、これらの知識を有する教員、消費生活相談員を養成

し、中高生および保護者を対象とした消費者教育を行う。

ウ 消費生活相談員等レベルアップ事業

各消費生活相談員が国の指定する研修会に参加し、多様化・複雑化する消費者問題について正確かつ分

かりやすい情報を消費者へ提供する。

相談の受付状況

年 度 平 成 28 年 度 平 成 29 年 度 対前年度比

項 目 件数 構 成 比（％） 件数 構 成 比（％） （％）

（件） （件）

総 件 数 1,721 100.0 1,671 100.0 97.1

苦 情 1,602 93.1 1,580 94.5 98.6

問 い 合 わ せ 117 6.8 90 5.4 76.9

要 望 2 0.1 1 0.1 100.0

28．計量事業 （予算額 2,533千円）

昭和55年４月に計量検査所を設置し、計量器の定期検査、事業所や店舗への立入検査等を実施し、適正計量

の普及に努めている。

［平成29年度検査業務実績］

(1) 定期検査（該当事業所数 240戸）

受 検 戸 数 受 検 器 数 不 合 格 数 不 合 格 率 検査手数料項 目 （戸） （器） （器） （％） （円）
集 合 検 査 175 471 4 0.8 375,160

所 在 場 所 検 査 65 493 4 0.8 543,200

合 計 240 964 8 0.6 918,360

(2) 全国一斉商品量目立入検査

検 査 日 数 検 査 戸 数 検 査 件 数 不 正 件 数 不 正 率
項 目

（日） （戸） （件） （件） （％）
量 中 元 時 4 8 590 5 0.8

年 末 ・ 年 始 時 4 8 584 9 1.5

目 計 8 16 1,174 14 1.2
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